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　本書は，故山村賢明教授の代表的な論文 13 本
を「第 I 部　社会化の理論」，「第 II 部　方法論」，
「第 III 部 子ども論・家族論」に配列し収録した
論集である。
















































ら 1990 年代において執筆された論文 7 本が収め
られており，本書の中では分量的にも最も厚みが























































論』より 1 本，自らが編者となった編著書より 2
本，他の研究者の編著書所収論文より 3 本，その
他『青年心理』や『現代社会学』に収められた論
文で 2 本となっているが，文献解題によると，収
録論文を選定するにあたってもっとも重視された
のは，「現在，そしてこれからの教育社会学研究
にとって，先行研究として意義」があるとみな
しうる点にあったという（pp.353-354）。本書は，
そのことばどおりのものとなった。
